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テムル家とチンギス家
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はじめに

　1370年にテムルTimarがマー・ワラー・アンナフルに政権を樹立したとき，周辺にはモン

ゴル系の諸勢力が健在であった。北方の草原地帯のジョチ・ウルスと東方のモグーリス二一

ンのチャガタイ・ウルスが政治的な混紡を経て再編され，ホラズムではスーフィー朝コンギ

ラト族がジUチ・ウルスからの卓立を達成していた。こうした情勢から，テムル朝史は初め

から周辺のモンゴル系諸勢力との関係のなかで展開することになった。実際，テムルは政権

樹立から西アジア征服を開始する238e年までの10年閲にモグーリスターンに5園，ホラズム

に4園遠征をおこなっている。その後も，テムルはスーフィー朝を滅ぼしたのをはじめ，モ

グーリスターン，キプチャク草原にも遠征したが，その一方でチンギス家を申心とするこれら

周辺勢力と婚姻を通じて友好関係をきずくことも忘れなかった。

　従来，テムル家とチンギス家との姻戚関係を扱った專論は見られないようである。しかし，

テムルとその子孫の妻妾たちにも霧及したバルトリドB、B．　SapτOJIbAの研究［BaPTO』lbA

ig64a］をはじめ，テムルをめぐる著名な女性たちを扱ったN．　ToganやK．　Jahnの研究〔To即n

1973］Balm　ig．　74］，チンギス家との関わりに注縫してテムルの「ハーンの代理人としての立

場」と「パーーン家の女婿としての立場」を指摘した問野英二の研究［間野1976】，MAのテムル

朝虹三族の妻妾たちを復元し，テムル一族とチンギス家との姻戚関係に得意しつつテムルの後

継問題をも論じた近年のJ．E．　Woodsの研究［Woods　1984ほ990a，王990i）］など，この問題につ

いて切要な指摘を含む研究成果が存在する。そこで本稿では，これら諸先学の成果をふまえ

ながら，チャガタイ・アミールたちとチンギス家との関わり，テムル家とチンギス家との姻戚

関係の展開，それがテムルの後継問題にあたえた影響の3点について考察を進めることにす

る。

1　チャガタイ・アミールたちとチンギス家

毒　14世紀後半のチャガタイ・ウルスのハンたち

　A．H．747（1346）年，マー・ワラー・アンナフルではチャガタイ・ウルスの実質的な権力を

握る最後のハン，ガザン6az加（在位1341－46）が魔下のアミール・カザガンQaza幽nの反鼠
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により殺害されると，ウルスの統治権はチンギス家からチャガタイ・アミールとよばれる遊

牧集団の統率者たちの手に移った。この状況は，モグーリスターンのハンが：支配した一li寺期

を除けば，テムル朝の成立に至るまで変わることはなかった。しかし，チンギス家はウルスの

実質的な支配権を失ったものの，その権威を依然として維持し続けた。それは実権を掌握し

たチャガタイ・アミールたちがチンギス家の人物をハンに即位させたり，あるいはチンギス

家の女性と結婚して姻戚関係を結んだ事実によく現われている。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　表　1

　表1は14世紀後半にチャガタイ・ウルスを統治したチャガタイ・アミールとかれらにより

ウルスのハンに擁立された人物に関するものである。1360年から1364年まではモグーリス

ターンのチャガタイ系トゥグルク・テムル・ハンTu奮luq　Ti顧rとその息子イルヤース・

ホージやIiyas　Xwagaがマー・ワラー・アンナフルを径服・統治した。表1からわかるよう

に，20年近くチャガタイ・ウルスに忍温したカザガンー一族は，～例を除いて，すべてチャガタ

イ系の人物をハンに即位させた。唯一の例外として，カザガンはガザンとの対立のなかでオ

コデイ系ダーニシュマンドチャDAniSmandeaを即位させたが，その理由は短期問に適憲な

チャガタイ系の人物を晃出せないことにあった［Tauer；7］。ところが，

　　マー一・ワラー・アンナフルとその樹辺のウルスは昔からチャガタイ・ハンとかれの子孫

　　に属していた。アミールたちの多くはダーニシュマンドチャの王権（sa海Rat）をかれが

　　チャガタイ一門の出身でないという理由で嫌っていた。［Tauer：9］

とあるように，チャガタイ・アミールたちはオゴデイ系の入物がチャガタイ・ウルスに君臨

することに不満を抱いていたD。まもなく，カザガンはこの不満に起因するアミールたちの

騒蹴を野禽に防ぐためダーニシュマンドチャを廃し，チャガタイ系ブヤン・クリBuyan　Qull

をハンに即位させた。このような経過から，カザガンによるオゴデイー一門の擁立は例外的な

事例と見るべきであり，むしろ多くのチャガタイ・アミールはチャガタイ系のハンがチャガ

タイ・ウルスを支配すべきであるという理念を共有していたどいえる。
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　ハンの三囲を見ると，テムル朝の成立までに即位したハンは全員殺害された。しかし，ハン

殺しは疇として大きな抵抗を招いた。たどえば，カザガンの息子アブドッラー‘Abdall欲が

賢明・公正なプヤン・クリ・ハンをさしたる理由もなく殺害すると，チャガタイ・アミール

たちはこれに強く反発し，かえってアブドッラーとかれが擁立したテムルシャーTI顧rsah

を反逆者として殺害した［ZNS：15］。ハンたちは基本的には国事への関与を許されない名9

的な存在であったが，この例のようにかれらを理由なく廃することはアミールたちの権力の

喪失につながりかねなかったZ）。

　テムルはフサイン翠usaynが擁立したチャガタイ系アーディル・スルターン‘Adil　Su噸n

を処刑し，カザガンが廃位したオゴデイ系ダーニシュマンドチャの息子ソユルガトムシュ

Suyargatmisを即位させた。ソユルガトムシュはテムルとフサインとの抗争（1366－8，69－70）

の初期からテムル配下にあり［ZNS：38，　ZNY：118a］，フサインに勝利する直前の1369年テム

ルよりハンに推戴された〔ZNY：137al。ここにはオゴデイ系の人物をハンに擁立して従来の

チャガタイー門によるウルス支配の理念を否定するテムルの革新的な意図を読みとることが

できるように思われる。1388年ソユルガトムシュはテムルに嗣行してホラズムへ向かう（第

5次ホラズム遠征）途上ブハラで病死した［ZNS：110，　ZNY：197b］。テムルはホラズム遠径

から帰還すると，ソユルガトムシュの息子スルターン・マフムードSu瞬n　Mabmfidをハンに

即位させた〔ZNS　l　lll，ZNY　l　197b］3）。その後，7年戦役（1399－1404）中の1402年9月ごろ，ス

ルターン・マフムード・ハンはアナトリア遠征の途上病没した［ZNY：420a，　MTM：130］。

テムルはその死を悲しんだが，もはやハンを擁立することはなかったの。

　カザガンー族が多くのハンたちを殺害したのとは対照的に，テムルはソユルガトムシュ，ス

ルターン・マフムード父子を厚遇した。シャーミー一は1章をもうけてスルターン・マフムー

ドのハン位継承を記すが，冒頭に次のような記述が見られる。

　　（テムルは貴顕や柱国たちと協議し）旧事の処理と蒔代の状況の利益に関する熟慮の末に

　　次のように一致した。国にとって帝王（padsah）（瓢ハン）は不可欠である。なぜなら，帝

　　王の地位は，兵士との関連で欝えば，胴体が首なしでは役に立たないように，胴体と連関

　　した首の地位である。臣下は帝王なしではやってゆけない。［ZNS：lll］

　これによれば，ハンは軍事上不可欠な存在であったこどがわかる5｝。実際，父子はしばしば

テムルの軍事遠征に随行し，万人隊を指揮するほどであった［ZNY－T：251，ZNY　l　203b］。か

れらもよくテムルの期待にこたえ，とりわけスルターン・マフムードは7年戦役中のアナト

リア遠征でオスマン朝のバヤズィド1世を捕虜にするという大功をたてた［ZNY：4i3a，

MTM：114－5］。加えて，テムルはソユルガトムシュー族と姻戚関係をもきずいていた6

　　スルターン・ガーズィー陛不（＝テムル）は，かれ（＝スルタ・一・ン・マフムード）の父（蔦ソ

　　ユルガトムシュ）の権利を尊重するため，自分の孫の一人置かれと結婚させ，父の代わり

　　にハン位につけた。［MTM：13G］

　これによれば，テムルはスルターン・マフムード即位の際にかれに孫娘をめとらせた。孫
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娘とはサァーダト・スルターンSa‘adat　Sultan　b．‘Umar　Sayx（またはスルターン・ベギ

SukaR　Begi）のことである［MA：102a，　MTM：114］。その一方で，ソユルガトムシュとスル

ターン・マフムードの娘たちはそれぞれテムルの第3子アミーラーンシャーAmiransahと

テムルの孫ウルグ・ベグb．シャールフUlu9　Begに降嫁していた（系譜2）。

2　チャガタイ・アミールたちとチンギス家との姻戚関係

次に，1370年テムルが政権を掌握するまでに成立した，チャガタイ・アミールとチンギス家

との姻戚関係について考察する（系譜1）。まず，タルマシリン・ハンTar磁asfri紙在位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごagatZy
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1326－34）とオルダ・ハトンUrdaとのあいだに生まれたセウィンチ・クトルクSewine　Qut－

luqなる女性をめぐる姻戚闘係に注fiしたい。この女性はバーヤズィードBayazid，フサイン，

パフラームBahrAmの順に降嫁した。バーヤズィードはシル川中流域のポジャンド地方を本

拠地とするジャライル族の統率者で、セウィンチとのあいだにアールズー・マリクArzik

Malikとアリー・ダルウィーシュ‘Ali　Darwisをもうけた［ZNY：114b，　cf．　Manz　l989：51，

158］。1360年バーヤズィードがモグーリスターンの；・ウグルク・テムル・ハンにより殺害さ

れると、1366年までに息子アリー・ダルウィーシュがジャライル族の統率者となったVll口

1988：91］。1366年トハーリスターンを本拠地とするカラウナス族の統率者フサインがつい

にマー・ワラー・アンナフルの実権を掌握し，セウィンチと結婚した［ZNY：114b，　c£Ma烈z

1989：i58］。同年アリー・ダルウィーシュはタイチウト族のムーサーMtisaらとともにテム
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ルとブサインを対立させる陰謀を企てたかどでテムル軍に攻められホジャンドから逃走，代

わってテムル鷹下の同族パフラームがジャライル族の統率者となったが，パフラームはまも

なくテムルにそむいてモグーリスターンのイルヤース・ホージャ・ハンの堂下に入った［川

口1988：91－2］。1370年テムルはフサインに勝利してこれを殺害すると，フサインの正室か

らジャライル族と関わりの深いセウィンチをパフラームに与え、ジャライル族の懐柔をは

かった［ZNY：139a，　MA；32a，　cf．　Manzエ989：57，158－9］6｝。

　チャガタイ系イェスン・テムル・ハンYisOn　TimGr（在位1338－39）の娘テユメン・クトル

クTtiman　Qutluqはフッタラーンを本拠地とするバルラス族の統率者ケイ・ホスロウKay．

xusrawに降嫁した。1360年フサインがケイ・ホスロウの兄弟を殺害すると，ケイ・ホスロウ

はフサインを嫌って翌年トゥグルク・テムル・ハンの三下に入り，シル川以北で活動するよ

うになる。1367年ごろケイ・ボスロウはトゥグルク・テムルの好意でイェスン・テムルとサ

キーナ・ハトンSakina（またはビビ・トフティBibi　Tuxti）とのあいだの娘テユメン・クトル

クと結婚し，娘ルカイやRuqayyaをもうけた［ZNY：126b，　RS　IV：l13，　c£　SapToJlbn　1964a

：42］。トゥグルク・テムルはケイ・ホスnウを女婿（damad）のように尊重していたという。

詞年，フサインを共通の敵とするテムルとケイ・ホスロウは，同盟の証としてテムルの次子

ジャハーンギール◎ahSngirとルカイヤを結婚させ，姻戚閣係を結んだ7）。

　ガザン・ハンの娘のサラーイ・ムルクSaray　Mulkはフサイン，テムルの順に降嫁した。

父ガザンがカザガンに獄逆されたとき5歳または1Q歳だったという［Tauer：9，　MS．T：215］。

1370年テムルはフサインを殺害すると，サラーイ・ムルクを正室として迎えた［ZNY：139a，

MA：96b，　cf．　BaPTonbA　ig64a：47］。サラーイ・ムルクのおじがタイチウト族の統率者

ムーサーである。姉妹がガザンに嫁いだため，ムーサーはガザンの義兄弟となった［ZNY

　l45b］。高位のアミール（amir－i　mu‘tabar）にして，チャガタイ・アミールの最有力者

（mu‘azzamtarin．i　umarゑ’．yi　Gagatay）であった［ZNS：47，　Z醤Y：119a，　MTM：265］。また，（テ

ムルの）郷土のアミール（arnir・i　wilayat）［ZNS：24］，あるいはナフシャプのアミール（amir

Naxsab）やハーキム（hfikim）［AM：51，　466，　cf．　JahR　1974：527］ともよばれる。1366年テムル

軍との戦いに備え，ムーサーはカルシ周辺から6～7千騎も集めたが［Ando　1992：61］，これ

もムーサーとカルシとの開わりをうかがわせる。これらの史料から，ムーサーの本拠地はテ

ムルが属したバルラス族の本拠地カシュカ・ダリヤ流域，とりわけナフシャブ8｝やカルシを

中心とするカシュカ・ダリヤ下流地方に限定してよかろう。ところで，キョペキ・ハン（在位

1318－26）はナフシャブから2ファルサフ（約12km）の地に宮殿を建設し，そこからこの地はカ

ルシ（モンゴル語で「宮殿jの意）とよばれるようになったという［ZNY：i13b，　cf．　Le　Strange

1905：47e］。イブン・バットゥータはナフシャブからタルマシリン・ハンの本営に1臼かけ

て達しているから［IB：28－29］，タルマシリンもナフシャブから遠からぬ地に幕営を設けてい

たことがわかる。ガザン・ハンもカルシから2日行程の地にZangir　Sarayとよばれる自身

の憲殿を有した［ZNY二153a，281b］。このように，14世紀前半の3入の著名なチャガタイ・
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ハンはいずれもナフシャブやカルシ付近に本拠地を有していた9》。

　ムーサーはガンチ千人隊（hazara－yi　gangi）というきわめて興味深い集醐を私有民（xassa）と

して所有していた［ZNY：129a，　cf．　Manz　1989：51］i〔｝｝。ガンチとは「ハンの家畜番」を意昧す

るモンゴル語であり［90erfer　1963：415－416］，ハンの畜群の世詣をする私有民であった。し

たがって，ムーサーが所有するガンチ集団は，ムーサーとナフシャブ，カルシとの関わりや千

人隊という規模の大きさを考慮するならば，カシュカ・ダリヤ下流地方を本拠地とするチャ

ガタイ・ハンの私有民と想、像されるのである。

　ムーサーはタルマシリン・ハンの娘セウィンチ・クトルクとジャライル族のバーヤズィー

ドとのあいだに生まれたアールズー・マリク，すなわちハンの孫娘と結婚し［ZNY：120b，　cf．

Manz　1989二51，158］，息子ムハンマド・ベグMuhammad　Begと娘テユメンTam5nii｝（1366年

生まれ）をもうけた。テユメンは1378年テムルの2番目の正室となった［ZNY：120b，162a，

MA：96b，　ET：187］　i2＞。アールズー・マリクの母セウィンチはバーヤズィードの死後：フサイ

ンと結婚したため［ZNY：l14b，　MA・：32a，　cf．　Manz　l989：51，　i58］，ムーサーとフサインとの

あいだに姻戚閲係が生じた。マンツが指摘するように，この姻戚関係は1360年代後半のムL一・一

サーとフサインとの密接な嗣盟関係の最大の要閣になったといえよう［Manz　l989：511。

　ムーサーは仕えるべき主君をテムル→（1364－66）→フサイン→（1369）→テムル→（1370）→

ゼンデ・ハシャムZinda　HaSam一・（1372）→テムルと目まぐるしく変えたヨ和見的な人物で

あった。しかも，かれはテムルとフサインとの第一次抗争の原因となる陰謀の中心人物で

あったうえに，シャブルガーンのナイマン系アパルディー族の統率三田ンデ・ハシャムを隔

動して2度もテムルに反逆させた［川ロ1988：104］。ところが，テムルは1372年ゼンデ・ハ

シャムらの反乱を未然に防止したあと，

　　至高なるゆりかごサラーイ・ムルク・ハヌムがアミール・ムーサーの姪であり，無垢と

　　厳爾の貞節なヴェール，ウゲ・べ￥’　Uga　Begiがかれ（㎜ムーサー）の息子と婚約していた

　　ので，サーヒブ・キラーン陛下（＝テムル）は「汝から明らかになっていた罪は大きいが，

　　余と汝とのあいだには姻戚関係（paiwand）があるので，余はそれ（篇罪）に赦免の文字を

　　書き，復讐を放棄した」と欝つた。［ZNY：i45b］

とあるように，姻戚関係を理磁にムーサーのたび重なる反逆行為をゆるした。L一一・・つには，前述

したように，ムーサーの姪で、ガザン・ハンの娘サラーイ・ムルクがテムルの正室となってい

たためであり，他方ではテムルと正室トゥルミシュTurmlsの’娘ウゲ・ベギ，別名Ta奮1漁h

（i38i年没）が1369年ごろムーサーの息子ムハンマド・ベグと結婚していたからである［ZNY

　119a，　k57b］　i：｛｝。興味深いことに，MAはテムルの正室トゥルミシュがガンチ集団（q5ngiyan）

の出身だったことを伝える［MA：99b］。前述のように，ガンチはカシュカ・ダリヤ下流域を

本拠地とするチャガタイ・ハンの私有民で，ムーサーの配下にあった。したがって，テムルは

ムrサーの娘テユメン，ムーサー一の姪サラーイ・ムルク（チャガタイ系），ム…H一サー配下のガン

チ三二出身のトゥ．ルミシュと，ムーサーにかかわりの深い3人の女性をめとり，ウゲ・ベギを
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ムーサーの息子ムハンド・ベグに嫁がせたことになり，テムル家とムーサー…族との姻戚関

係の強さがあらためてうかがわれるのである。

護　テムル家とチンギス家諸喬との姻戚関係

1　オゴデイ系

　テムルが擁立したオゴデイ系ソユルガトムシュ・ハンの．娘オルン・スルターンUrgn

S唾諭がテムルの第3子アミーラーンシャーに，ソユルガトムシュの孫娘アーキラ・スル

ターンAqila　Su瞬aがテムルの孫ウルグ・ベグb．シャールフにそれぞれ降嫁した〔MA：44a，

121b，137　b｛s，b，　cf．　BapτoJlbE　l964a：99，143〕（系講2）。これにより，アミ∴ラーンシャーと

ウルグ・ベグは「チンギス家の女婿」を意味するKgragan（kUr2gan）なるトルコ語称号を帯び

る資格を有し，史料中ではしばしばかれらの名前にこの称号が付される。アミーラーン

シャーとオルン・スルターンとのあいだにはアバー・バクルA臆Bakr（1382年生まれ），ウマ

ル‘Umar（i383年生まれ）の2子，クトルク・スルターンQutluq　Su頃nの1女が生まれた［MA

　1221），123a］。一方，1で触れたように，ソユルガトムシュの息子スルターン・マフムー

ド・ハンはテムルの庶長子ウマル・シャイフの娘サアーダト・スルターンをめとり，ウマ

ル・シャイフの義理の息子となった。このように，ハン家としてのオゴデイ系ソユルガトム
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シュー族とテムル家は通婚関係にあった。

2　ジョチ系

　まず，母：方でジョチ・ウルスのハンに連なるためハンザーデxanzadaとよばれるソユン・

ベグSuyitn　Beg！‘）とテムル家との結びつきが注目される［Togan　l973：1i－3］（系譜2）。ソユ

ン・ベグの父については，ホラズムに拠るコンギラト族出身のスーーフィ一朝ナングダイ

甑臓9d盃y藍5一族のうち，アク・スーフィーAq　Stifiとするもの［ZNS：67，　Tauer：40，　ZNY

：146a，148a，　MA：113b，　l14b，126b］とフサイン・スーフィー一Husayn　Sa　ff　［MA：112b，113b，

MF：207〕とするものがあるls＞。母方の糧父についても，ウズ・ベグ・ハンUz　Beg（在位

13i3－41）とするもの［ZNS：67，　Tauer：40，　ZNY：148a，　MA：114b］とウズ・ベグの息子ジャ

ニ・ベグ・ハンGinl　Beg（在位1342－57）とするもの［HN：38ab，32a，　c£Sertkaya　l979－80

；250］がある。ソユン・ベグの母シェカル・ベグSikar　Begはウズ・ベグまたはジャニ・ベ

グの娘とされるが［ZNY：248a，　HN：38a］，奇妙なことに，MAのジョチの子孫の系譜にその

名が見えない。ソユン・ベグは1374年スーフィー朝とテムル政権との和平のためテムルの次

子ジャハーンギールに降嫁した。シャーミーはその時の様子を次のように記す。

　　アミール・サーヒブ・キラーン（雛テムル）は（ソユン・ベグを）尊重するため敬意を払っ

　　た。カイドウ・ハンQayd9の患子の嫁クルトガ・ハトンQurtgaを彼女（嵩ソユン・ベ

　　グ）の出迎えに送った。ノヤンたち，カーズィーたち，ウラマーたち，貴族たち，高窟たち

　　が（ホラズム東南部の）カートK2tまで出迎え，できるだけ十分な敬意を払って彼女をサ

　　マルカンドに連れてきた。仁人は）国の高熱や名士たちでいっぱいの集い（maglisl）で

　　シャリーア（Sar‘）にのっとって幸運にも結婚の契りを結んだ［ZNS：68］

　サマルカンドの高官・貴族その他がホラズムまでソユン・ベグをわざわざ出迎えに行った

ことからからもわかるように，テムルはこの結婚を相当に重視していたようであり，スー

フィー朝との和平とはまた別のものを期待していた印象さえ受ける。あるいは，それはソユ

ン・ベグが母方を通じてもつチンギス家の並i統の獲得であったかもしれない。結婚の翌年，

ブハラでソユン・ベグにムハンマド・スルターンMuhammad　Sulthnが生まれた〔ZNS：276，

ZNY：156b，　MA：li3b］。ところが，1376年ジャハーンギールが急死したため，寡婦（yinga）ソ

ユン・ベグは1384年までにテムルの第3子アミーラーンシャーとレヴィレイト婚をおこなっ

た［MA：121b］。ソユン・ベグはアミーラーンシャーとのあいだに息子ハリール・スルター

ンXalll　Su畷n（1384年生まれ）と娘ベギ・スルターンBegi　Su海nをもうけた［ZNS：95，　ZNY

　i75a，　MA　：　122b－123a，　126b，　ET　：　178］．

　しかし，後述する夫アミーラーンシャーの反乱のため，1399年ソユン・ベグはアゼルバイ

ジャンからサマルカンドの義父テムルのもとに避難し［ZNY：349b，　Tauer：148－9］，以後そ

の宮廷で暮らすようになった。彼女はテムルの宮廷で大切に扱われたという£ET：178］　i7）。

1404年ソユン・ベグが催したウルグ・ベグとウゲ・ベギ（ソユン・ベグの孫）との結婚の祝宴
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に招かれたクラヴィホはソユン・ベグの外見や様子を簡潔に伝える［ET：176－8］　iS）。1402年

テムルの第4子シャールフに息子ムハンマド・ジューキーMuhammad　Gakiが生まれると，ソ

ユン・ベグがこれを養育することになった［ZNY：402b，　ZT：153］。

　ソユン・ベグの姉で，同じくハンザーデと呼ばれたのがトゥグディ・ベグTugdi　Begであ

る［Tauer：92］。そのハンザーデという異名から，やはりナングダイの息子とシェカル・ベ

グとのあいだに生まれたと考えられる。トゥグディ・ベグはテムルに降嫁して正室となった

が［MA：96b］，テムルとのあいだに子供をもうけることはなかったようである19｝。

3　チャガタイ系

　前述したように，テムル政権成立以前のi367年ごろテムルはフサインに対抗してフッタ

ラーン・バルラス族のケイ・ホスロウと同盟するため次子ジャハー一・一ンギーールとケイ・ホスロ

ウの娘ルカイヤを結婚させた。ルカイヤはイェスン・テムル・ハンの娘テユメン・クトルク

とケイ・ホスロウとのあいだの娘で，母方を通じてチャガタイの盈統を引く女性であった。

　ガザン・ハンの娘サラーイ・ムルクは1370年テムル政権の成立にあたりテムルに降嫁して

その正室となった［Togan　1973：5－8］。クラヴィホによれば，テムルの第一夫人はC巨noとよ

ばれ，大王妃や大品妃（la　grand　reyna　da　gra記enperadora），あるいは王妃や大夫人（reyna

osefiora　graltde）を意味したという［ET：152，ユ87］。ドミニコ派のスルターニーや大司教

ジャンはテムルの第一夫人をCaronとよぶ〔M◎ra敷vi艶1894：14］。Cafio（CarQn）は王妃を意

味するトルコ語xan｝mの音写でありBahn　l974：520，　n．14，523］，サラーイ・ムルクをさす。

テムルに謁寄したクラヴィホはサラーイ・ムルクの容姿・服装・装飾・従者などを詳細に記

し［ET：185－7］，公式の席での彼女の姿をあざやかに伝える2U）。テムルはサラーイ・ムルク

との結婚によリキュレゲンの地位を獲得すると，この称号を貨幣やフトバ，さらに国書におい

て使用した［BapTonbA　1964a：48，間野1976：126PD。サラーイ・ムルクは1384年アミー

ラーンシャーとソユン・ベグとのあいだに生まれたハリール・スルターン，1400年ムハンで

ド・スルターンb．ジャハーンギールとチャガタイ系ハン・スルターンとのあいだに生まれ

たヤヒヤーYaby2を養育した［Tauer：54，　MA：Rsb］。バルトリドはウルグ・ベグもサラー

イ・ムルクに養育された可能性があると指摘する［BaPTonbk　1964a：64］。

　1397年ごろ，サラーイ・ムルクはサマルカンドの北東門付近にマドラサを建設し

［Golombek＆Wilber　i988：254］，のちに彼女の墓廟がこのマドラサに付設された。圭399年テ

ムルはマドラサの正気［ZNY：457b］にサラーイ・ムルクの母（ムーサーの姉妹）を記念するた

めモスク（通称ビビ・ハヌム・モスク）を建設した［ET：202，　Goiombek＆Wilber　l988

：255－260］。1404年夏サラーイ・ムルクはテムルとともに7年戦役から贋り，サマルカンド郊

外のB嬉10i譲r（すずかけの園）に降り立った［ZNY　l　457a］。クラヴィホはこのバーグをbe－

heginarとよび，サマルカンドを訪れたとき建設中で未完成だったと伝えるが［ET：162］，テ

ムルはこのバーグをサラーイ・ムルクのためにつくらせたものと思われるLtt）。クラヴィホは
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1404年秋ウルグ・ベグとウゲ・ベギとの結婚の祝宴のためサマルカンド北東郊外のカーネ・

ゲルKan－i　gi1牧地に設営されたテムルの巨大なオルド（幕営）の様子を詳細に記述し［ET

　l70－！75］，オルドには大天幕とそのまわりを1想む，11のサラパラダ（calaparada）とよばれる

間い場があったと伝える。サラパラダ，すなわちサラー・パルデ（sa蹴parda）はそのなかに

多くの様々な形態の天幕を麿し，テムルや妻たち，かれの子孫の妻たちが住む私的空悶であ

り，そのう．ちの2つはテムルの第一央入サラーイ・ムルクと以下に述べる正蕪テユケルTu－

kalのものであった［ET：174］。

　テユケル（・ハーンド・マリクX飴dMalik）はモグーリスターンのヒズル・ホージャ・ハ

ンXiφr　Xw融aの娘で，1397年テムルに降嫁してその正察となった［ZNS：1　169－170，　ZNY

：292ab，　MA・：33b，96b，　cf．　Togan　l973：8－！0］。この結婚により，テムルはキュレゲンとし

ての立場を強化したといわれる［間野1976：126］。、糸霞婚にあたり，テムルはテユケルのため

にクラヴィホがdelyCuxanとよぶ［ET：162］　Bag－i　Di蓋gusKi（爽快な園）と3つの丸屋根つき宮殿

をつくらせた［ZNY：294a，問野1983：253］。クラヴィホによれば，大回入サラーイ・ムルク

に対して，テユケルはguichicano（ktlcgk　xamm）（小1夫人）とよばれた〔ET：i74，　i87，　cf．

BapToxbll　1964a，　：58］．

．マリカト“lalikatはテムルの庶長子ウマル・シャイフに降嫁したが［MA：leOb］，5年戦役

中の1394年クルディスターンで夫が戦死すると，テムルの第4子シヤールフとレヴィレイト

婚をおこなった［MA：31b，132b］。チャガタイ系のヒズルXidrなる入物の娘で，ドゥア・ハ

ンDu事a（在位1282－1307）の発弟の末蕎である［MA：31bP＞。マリカトはウマル・シャイフ

とのあいだに玉379年ピール・ムハンマドPir　Mゆa組mad，1384年イスカンダルlskandar，1387

年アフマドAhmad，1393年バイカラBayqara［MA：iOlb，　ZNY：491b］，シャールフとのあい

だに1399年ソユルガトムシュS蟹叡如t面sをもうけた［MA：148a，　ZNY：351a］。

　プヤン・クリ・ハンの孫娘であることからハニケxanlkaともよばれたハン・スルターン

X諏Sult論なる女性はテムルの孫ムハンマド・スルターンb．ジャハーンギールに降嫁し

［MA：33a，　l14b，　ZNY．：429a，　SH：76a，　ZT：87］：”，ヤヒヤー一なる息・子（1400年生まれ）とウ

ゲ・ベギ（14ig年没）なる娘をもうけた［MA：115b，　li8b，U6a］。1402年のアンカラの戦いの

勝利宣君書（fath－nftt　ma）には，M的ammad’Sul¢n　Kitragafi　Bahadurなる表現が見られるから

［Aka　1986：il－2］，ムハンマド・スルターンはこの結婚を逓じてテムルよりキュレゲンを称

することを許されたものと患われる’trp。母方を逓じてチンギス家のllli統を引くウゲ・ベギは

テムルの命により慧04年に沁歳のウルグ・ベグb．シャールフと結婚し，その最初の妻となっ

た［SH：ユ4b45a，　ZT：97，　MA：116a，！37bis－b，　cf．　ZNY：46ia，　BapTonLll　l964a：66，143］。
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灘　テムルの後継者問題

1　正蜜トゥルミシュの子孫たち

　テムルの正室で男子をもうけた女性はムーサー配下のガンチ集団出身のトゥルミシュただ

一人にすぎない絢。テムルとトゥルミシュとのあいだに生まれた子女としては，ジャハーン

ギール，ジャハーンシャーOahan甑hの2子，ウゲ・ベギの1女がいるが，ジャハーンシャー

は5歳で三二した［MA：99b，100a｝。テムルの嫡出の次子ジャハーンギールは1356年ブハラ

で生まれだア｝。カルト朝への使者としてヘラートにおもむくなど，すでにテムルの政権獲得

の過程で活動が知られ［ZNS：44，　ZNY：124a］，テムル政権成立後も1375年の第3次毛グーリ

スターン遠征鋤やジャライル族の反乱鎮圧などに活躍した［ZNS：69，　ZNY：！51ab］。しかし，

1376年テムルが第4次モグーリスターン遠征を敢行しているあいだにサマルカンドで20歳の

若さで病没した［2　NT　s：73，　ZNY：156ab］。

　1・IIで書及したよう’に，ジャハーンギールは早くも1367年ごろチャガタイ系イェスン・

テムル・ハンの孫娘ルカイヤと結婚した。続いて，1374年ジョチ系ウズ・ベグ・ハン（または

ジャニ・ベグ・ハン）の孫娘ソユン・ベグと結婚し，翌年ムハンマド・スルダーンをもうけた。

これらの結婚からは，テムルが庶長子ウマル・シャイフより嫡繊の次子ジャハーンギールを

明らかに重視・優遇していた印象を受ける。というのも，ウマル・シャイフが初めて結婚し

た時期は1375年以降とジャハーンギールよりかなり遅く，しかも最初の結婚相手のマリカト

はチャガタイ系ドゥア・ハンの兄弟の末商にすぎなかったからである。

　テムル朝第3世代のなかで，！375年に生まれたムハシマド・スルターンは，テムルの正室か

ら生まれた父とチンギス家の撫統を引く母をもつ唯一一の男子であった。ジkハーンギールと

ソユン・ベグとのあいだの嫡長子で，テムルの尊敬する姉クトルク・テルケンQ韻uq

Ta1・醸バ11（1383年没）1こ養育された［MA：114b］。　ilで触れたように，ムハンマド・スルター

ンはチャガタイ系ブヤン・クリ・ハンの孫娘と結婚し，キュレゲンを称したことで知られる。

また，テムルが全蠣の信頼をおくほどの勇敢さの持ち主でもあった［ZNS：256］。1390年忌以

降，テムルはこの孫を軍事の要職に抜擢するなどしてその信頼感を強めていったvジョチ・

ウルス遠回（玉390－91）では，テムルは大中軍（q臼14buzurg）とよばれる2軍構成の申軍を講扇成し，

近衛軍である雛二中軍の指揮をムハンマド・スルターンに委ね，他の数部隊をその側顧に配

置した［ZNS；123，　ZNY　l　217b］。5年戦役（！392－96）中の1393年のファールス征服や！395年の

ジョチ・ウルス遠征でも2軍構成の巾軍のうち非近衛の軍隊の指揮をムハンマド・スルター

ンに委ねた［ZNS：！33，ユ59，　ZNY：274a］e

　ムハンマド・スルターンの異母弟ピール・ムハンマドは，1376年ジャハーンギールの死の

40駈1後にヤサウル族のヒズル（またはイルヤースllyas）の娘パフト・マリクBaxt　Malikから

生まれたという［MA：H3b，　ZNY：156b，　Tauer：40］。したがって，母方でチンギス家の揺L統
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を引いておらず，チンギス家の女性と結婚したわけでもなかった。しかし，クラヴィホによ

れば，テムルはこの孫をジャハーンギール同様にたいへん可愛がつたという〔ET：182］。テ

ムルのこの孫に対する儀頼はジョチ・ウルス遠征申にシャールフとともに摺守役として

マー・ワラー・アンナフルの統治を委ねたことからもうかがえる［ZNY：209a1。　i392年，5

年戦役の名前に16歳の若さで「ガズニーン，カーブルからシンドとカンダハール辺境までの

（ガズナ朝の）スルターン・マフムード・ガーズィーS特旨Maり蘭d　Gaziの諸国」の統治を委

ねられ，カンダハールに赴いた［ZNY：224a］。しかし，まもなくテムルの命でカンダハール

から召喚され，以後5年戦役に従軍することになった［ZNY：226b］。

2　後継者選定とアミーラーンシャーの反乱

　5年戦役（1392－96）の成功によリテムルの支配地域は顕アジア・南ロシアを含む菓方イス

ラーム世界西域に拡大することになった。テムルはこの成果をふまえて1397年サマルカンド

を帝都にふさわしく飾るためバーグやマドラサなどの建設に着手した［間野1992：153Pl｝。

また，この年テムルは子孫に帝国の一部を所領として分け与えた。まず，1397年夏ごろ第多子

シャールフに「ホラーサーン，スィースターン，フィールーズターフとレイまでのマーザンダ

ラーン諸国の支配権（iy21at）」を与えた［ZNY：289b－290a］。孫のピール・ムハンマドb．ジャ

ハーンギールにはガズナ朝のスル八一ン・マフムードの王国，すなわち「インド辺境に至るま

での，クンドゥズ，カーブル，ガズニーン、カンダハールおよびそれらの周辺地域」をあらため

て所領として与え［RGH：43－4，　ZNY：295b］，あわせて北インド征服を命じた。1397年の大規

模な建築活動と子孫への所領分与からは拡大した帝国の安定をめざすテムルの明確な意図を

よみとることができる。一方，この年テムルはモグーリスターンのヒズル・ホージャ・ハン

の娘テユケルと結婚，同年宋には孫のムハンマド・スルターンをモグーリスターンに派遣し，

アシュパラに砦を建設して辺境の植民と開墾に従事するよう命じた［RGH：45，　ZNS：170，

ZNY：295a，　AM：102－3］。したがって，他方で，テムルは東方への大規模な軍事行動となる

べきボタン・カタイ遠征に備えていたのである。

　テムルの孫ピール・ムハンマドは祖父より北インド径服を命じられていたが，パンジャー

ブ地方のムールターンMijltanの包囲に大きく手問どっていた［癩藤19741190－6］。そのた

め，テムルはホタン・激雷イ遠征よりもピール・ムハンマドの支援を優先し，1398年3・4月

ここに史上有名なインド遠征（1398－99）が開始されることになった［纐藤1974：197－201］：ii｝。

遠征にあたり，テムルは孫ウマルb．アミーラーンシャー（1383年生まれ）を留守役としてサ

マルカンドにおいた［ZNS：210，　ZN￥：345b】。愚方を通じてチンギス家の血統を引くウマル

が帝都の守備という大役を命じられた点は注廼される。1398年12月20欝，テムル軍はトゥグ

ルク朝の都デリーを占領した。その時のこととして，

　　勅命に従い，フトバを当代の帝王（瓢スルターン・マフムード・ハン）の唱名，大アミール、

　　テムル・キュレゲンと後継者（wali　al．‘ahd）アミールザーデ・ムハンマド・スルターン
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　　の名前で飾らせた。［RGH：123－124，　c£ZNS：192］　aL，）

　これによれば，テムルは当時モグーリスターンにあってインド遼征に参hllしていない孫ム

ハンマド・スルターン（23歳）の名を自身の後継者としてフトバに読ませたというのである

［c£Woods　l984：333］。ムハンマド・スルターンは前年にモグーリスターン辺境に向かっ

たが，後継者指名後に単独で辺境地帯に派遣されたとは考えにくい。それゆえ，後継者選定は

インド遠征中におこなわれたとみるのが妥当であろう。ところで，イブン・アラブシャーは

アゼルバイジャンを統治するアミーラーンシャーがインド遠征中の父テムルに送った書簡の

内容を伝えるが，その申に次のような二三が見られる。

　　あなたは高齢ゆえに虚弱になり，あなたの体を衰弱が包んでいる。あなたは統治という

　　儀式を催し，支配と統治という重蒋を支えるには弱っている。なによりも，あなたには

　　（死が）確かに訪れるまでモスクのすみに座り神を崇拝する即下な者が似つかわしい。あ

　　なたの子孫には，距民や軍隊のことであなたを満足させ，くにとまちの保護を引き受け

　　る者がいるのだから。あなたにくにとまちは必要なのか。あなたはやがて亡くなるのに。

　　［AM　：　174］

　これによれば，アミーラーンシャーはこの書簡を通じて高齢から体の衰えがめだつ父テム

ル（インド遠征開始時62歳）に帝国を子孫のだれかに委譲するよう引退をせまったのである：sc’｝。

実際，インド遠征中のテムルは何度か腕の痛みを訴え，帰路には乗馬もできず，輿に乗ったほ

どであった［加藤1971：236］。テムルは5年戦役により拡大した帝国の安定と自身の高齢を

理由にインド遠回中の1398年に後継者を選定したものと思われる。

　では，テムルは存命の患、子たち（アミーラーンシャー，シャールフ）をさしおいて，なぜ孫の

ムハンマド・スルターンを後継者に選定したのであろうか。1398年当時，ムハンマド・スル

ターンは23歳，アミーラーンシャーより9歳若く，シャールフより1歳年長であった。AMに

次のような興味深い記述が見られる。

　　彼女は王の娘の一人だったので，ハンザーデとよばれた。彼女にムハンマド・スルター

　　ンが生まれた。かれの高貴さ（na鹸bat）と幸運は証拠が明白だった。テムルはかれの品

　　性に幸運の兆しを兇，（かれは）高貴さで（他の）子孫にまさっていたので，（他の）すべて

　　（の子孫）を蔑んでかれに昌を向け，かれのおじたちが存命であったにもかかわらず，かれ

　　に（後継者を）委ねた。［AM：82－3］

　これによれば，ムハンマド・スルターンは母のジョチ系ソユン・ベグ（諜ハンザーデ）に由

来する高貴さの点でテムルの他の子孫よりもまさり，おじたち（テムルの息子たち）を差しお

いて後継者に指名されたという。注旨すべきは，テムルが織方の撫筋を重視し，それが後継

者を決定する根拠になった点である：’1）。ソユン・ベグは燈シェカル・ベグを通じてチンギス

家くジョチ系）の撫統を引いていたから，母方を通じてチンギス家の虹統を引いているこ、とが

後継者の要件として尊重されたものと思われる。

　ところが、ムハンマド・スルターンの後継指名は帝国全体に大きな波紋を投げかけること
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になった。というのも，テムルの第3子アミーラーンシャーがテムルに対して反乱を起こし，

この二二の平定活動が二三アジア7年戦役（13ggL1404）へと発展したからである。アミー

ラーンシャーはテムル政権成立以前の1366年に生まれた庶子である。前述したように，！376

年異母兄ジャハーンギールが亡くなると，1384年までにその寡婦ソユン・ベグとレヴfレイ

ト婚をおこない，息子ハリール・スルターンと娘ベギ・スルターンをもうけた。この結婚に

より，アミーラーーンシャーはジャハーンギールとソユシ・ベグとのあいだの嫡長子ムハンマ

ド・スルターンの義父にもなった。さらに，かれは1382年までにオゴデイ系オルン・スル

ターンと結婚してハン家と飼入的な結びつきを強める一’一方、この女性とのあいだにアバー・

バクルジウマルの2子，クトルク・スルターンの1女をもうけた。こうして，アミーラーン

シャーは捻80年忌前半までにチンギス家の2入の女性との結婚を逓じてキュレゲンを名のる

ことをテムルの子孫として初めて許された［Tauer：56，　MA：121b］。

　アミーラーンシャーは三冠14歳の1380年秋テムルよリカルト朝あ支配するホラーサーンの

総督職（hukOmiat）を命じられた［ZNS：82，　ZNY：164b，　Cinq：60］。ところが，5年戦役申の

i393年6廻テムルはかつての「フレグ・ハンの玉座（taxt－I　H酸a郎xan）」と征服したばかりの

「アゼルバイジャン，レイ，ダルパンデ・バ“クー，シルワーン三州，ギーラーン諸州からルー

ムまで」をアミーラーンシャーに委ねてホラーサーンからの配概替えをおこなった［ZNS

：136，ZNY：’241a，284a，　Tauer：129］。後述のように，テムルは1401年に後継者ムハンマ

ド・スルターンに「フレグ・ハンの玉座」を委ねようとしたから，この時点ではアミーラーン

シャーを後継者に考えていた可能性がある。1394年初め長兄ウマル・シャイフが戦苑すると，

テムルの存命の子孫のなかで最年長となった。1397年ごろには爾イラク地方もその支配下に

おかれ，アミーラーンシャーの善政は西方の近隣諸国にまで鵬いていたという［Tauer

　146－7］。アミーラーンシャーが1394年10月と1396年6（7）月に発布した現存の2種の勅書

には，胃頭の2行にトルコ語で「スルターン・マフムード・ハンの命令より。アミニラーン

シャー・キュレゲン，我が三葉（Su嫡臓M的船c1　Xan　yarll．glndln／Amirinsali　KUragtin

s6zm｛i2）」なる定型句が箆える［Fekete　l977：63－5］：獅｝。アミーラーンシャー一はこの定型句に

おいて後継者としての正幽な権利を主張しただけでなく，テムルの名が晃えないことから，父

テムルよりも妻の兄弗スルターン・マフムード・ハンを自身の権威の源とし，テムルからの

自立を1主張しているかのような印象さえ受ける［cf．　Woods　1984：333，335］。ところが，ヤズ

ディー・によれば，1396年夏アミーラーンシャーはホイ郊外で狩猟の際に落馬しヨそれ以来，精

神に異常をきたし，亭楽と奇行・乱行が躊立つようになったという［ZNY：348a－349b］。被害

は高貿なる妻ソユン・ベグにもおよび，央から中傷をうけて激怒したソユン’・ベグはタブ

リーズからサマルカンドへ向かい，インド遠征から帰還したばかりの義父テム’ルのもとに避

難したという［ZNY：349b－350a】。アミーラーンシャーが精神錯舌しにおちいった点について

はZNSを除くすべてのテムル朝史料に三三がある：as｝。サマルカンドに戻ったソユン・ベグ

はアゼルバイジャン情勢についてテムルに次のように奏上した。
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　　アミールザーデ・アミーラーンシャーがそむきました（蹟gl　gasta　ast）。財魔を掠奪しま

　　した。完全に隆下のおきて（yasaq）を棄てました。もしこれにいち畢く対策を講じなけ

　　れば，国土は完金に（1難下の）手から離れるでしょう。［Tauer：i49］

　このほかにもアミーラーンシャーのテムルに対する反視を明言する史料が存在する［B．

4U：159a，　ET：l！4－6，　cf．　Woods！984：334］。テムル朝年代記は反乱の原因をひとえにア

ミーラーンシャーの精神錯翫に帰すが，インド遠征中の後継者選定，アミーラーンシャーのテ

ムルへの引退勧告，インド遠征中または直後のアミーラーンシャーの反乱という三者の奇妙

な縛問的接近は，反戴の背景にムハンマド・スルター一一ンの後継指名があったことをうかがわ

せる。1398年の後継者選定の際にアミーラーンシャーは32歳，存命のテムルー一族のなかで最

年長だった。しかも，チンギス家の礁L統を引く2人の女性との結婚を通じてキュレゲンを誇り，

ハン家との欄人的な結びつきをも強めていた。アミーラーンシャーにすれば，自分をさしお

いて，23歳の義理の息子ムハンマド・スルターンが後継者に選定されたことに大きな不満を

感じたとしても不思議ではない［Woods　1984：333］。

　テムルはアミーラーンシャーの反乱を知ると，「トゥーラーン・ザミーン」の支配のため，ム

ハンマド・スルターンをモグーリスターン辺境からよび戻してサマルカンドにおき，代わり

に15歳の孫イスカンダルb．ウマル・シャイフをアンドガーンとその辺境の支配と防衛にあ

て［ZNY：350b，　Tauer：152］，1399年9月アゼルバイジャンに向けて出発した：17）。アミーラー

ンシャーは処刑を免れたもののアゼルバイジャン統治の任を解かれた〔B．411：159a，　ET

　li5］。7年戦役中の140i年3月，テ’ムルはダマスクス郊外で「フレグ・ハンの玉座」を委ね

るため後継者ムハンマド・スルターンをよび寄せた［ZNY：387a］。嗣年！1月ムハンマド・ス

ルターンはアッラーン地方のカラバーグでテムル軍に念流し［ZNS：244，　ZNY：397ab，　llratier

　l73】3Sl，以後7年戦役に従軍することになる。一方，ウマルはここでもテムルの信任を受け，

ムハンマド・スルターンの代わりにサマルカンドに送られ，再び帝都の留守役をつとめた

［Aka　ig86：2］。1402年9月ごろスルターン・マフムード・ハンがアナトリア遠征の途上病

没すると，テムルはもはやチンギス家のハンをおかなかった。愚方でチンギス家のi魏統を引

くムハンマド・スルターンを後継者に指名した以上，ハンを必要としなかったのであろう。

ところが，1403年3月ムハンマド・スルターンは戦閣で受けた傷がもとでアナトリアのカラ

ヒサルQa、　ra　Eli§蚕r郊外で29歳の若さで亡くなった［ZNS：272－4，　ZNY：427a－428b，　AM：349，

352－3，400P9｝。テムルの落腿はきわめて大きく，その悲しみは1年を経ても癒えなかったよう

である［ZNY：448ab］。1403年n月テムルはサマルカンドから孫ウマルをよび寄せ，1404年4

月ムハンマド・スルターンの代わりに「フレグ・ハンのウルス」，すなわち「アゼルバイジャン

の全諸国とその周辺地域，イスタンブルまでのルーム，エジプトまでのシリア」の統治

（hukBmat）を委ねた［ZNS：290－1，　ZNY：445b，449b］。このように，テムルが再三にわたρて

ウマルに重要な任務を委ねていることからすれば，かれがムハンマド・スルターン死後の麿

力な後継候補とみなされていた可能性も否定しがたい。
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　ムハンマド・スルターンの死からまる2年を経て，テムルは1405年2月のその死に際してム

ハンマド・スルターンの異母弟ピール・ムハンマドを後継者とするよう遺言した［ZNY

：472a，　SH：33a，42b，　AM：400，420P）。ハL一一一フィズ・アブルーはテムルがピール・ムハン

マドを第2の後継者に指名した理由を一字する次のような記述を残している。

　　かれ（撒ピール・ムハンマド）の御前にいたあるアミールたちは「年齢と権利（‘umr　u

　　rah）でまさり，子孫のだれよりも年長であるがゆえに，アミール・サーヒブ・キラーン

　　（；テムル）はピール・ムハンマドを自身の後継者（wali　‘ahd）にした。玉座と王国はかれ

　　のものになるだろう。ハリール・スルターンはピール・ムハンマドに対して不満であり，

　　ピール・ムハンマドに首長の権利（r2h－i　aqa’i）を認めるのが不満なのだ。着長（aqti）だか

　　らといって，この言葉にどんな優越感を抱いても，反論の需葉があらゆる側から繊る」と

　　需っていた。［ZT：98］

　これによれば，テムルは最年長であるがゆえにピール・ムハンマドを後継者に選んだとい

うのである。確かに，テムル没時ピール・ムハンマドは29歳，反乱を起こしたアミーラーン

シャー（39歳）を除けば，存命のテムル一族のなかで最年長であった［ZNY：491b］。しかし，後

継指名の要件として年齢を重視するのは母方の擁正統を重視したムハンマド・スルターンの場

合とは明らかに異なる。ピーール・ムハンマドは母方を逓じてチンギス家のlk統を引く人物で

はなかったから，テムルはその後継撮名にあたり帯側を踏襲しなかったことになる。母方を

通じてチンギス家の撫．統を引くハリール・スルターンとしては，テムルが蕩例を踏襲せず非

チンギス系のピール・ムハンマドをアカ（首長＝帝国の指導者）としたその点にこそ不満を感

じたのであろう。ピール・ムハンマドはテムルの死と遺書を知ると軍を率いてカンダハール

からサマルカンドへ向かった［S｝1　：75a－78b，　ZT：54，　MS－L：32］。このill？，かれはムハンマ

ド・スルターンの未亡人チャガタイ系ハン・スルターンをめとるつもりだったという［SK

：76a］。おそらくは，ピール・ムハンマドはこのレヴィレイト婚を通じてムハンマド・スル

タ～ンと同様キュレゲンの称号を望んだものと思われる。

3　ハリール・スルターンとソユン・ベグ

　1405年2月テムルがホタン・カタイ遠征の途上オトラルで病没すると，遠征軍の右翼を率

いてタシュケントに駐屯していたハリール・スルターンはいち早くサマルカンドに入城して

帝国の莫大な財産を接収し，帝都を守備するアミールたちの支持により権力を固めた。前述

したように，ハリール・スルターンは1384年テムルの第3子アミー一mラーンシャーとジョチ系

ソユン・ベグとのあいだに生まれ，母方を通じてチンギス家の血統を引く人物である41）。テ

ムルの後継者ムハンマド・スルターンとは同母異父兄弟の関係にあり，テムルの第一夫人サ

ラーイ・ムルクに養育された［MA：126b，Tauer：54］。1399年以後は母ソユン・ベグが反乱

を起こしたアミーラーンシャーのもとから避難し，テムル宮廷で暮らすようになった。テム

ルはハi］　一一ルの養母と生母を龍愛したから，この孫に対する期待も高まっていったものと思
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われる。その一方で，ハリールの勇敢さはテムルの濁にとまり，インド遠征では万入隊の指揮

を委ねられるほどであった［ZNS：191，203，　ZNY：337b］。7年戦役にも従軍したが，1402年の

アンカラの戦いの直後トルキスタン辺境の防衛を命じられ，アナトリアからマー・ワラー・

アンナフルへ向かった［ZNY：415b，　cf．　459b］　’12｝。1荏05年のボタン・カタイ遠征では遠征軍の

主力である右翼の指揮を委ねられるほどテムルの信頼も増したが，遠征途上，重臣サイフッ

ディーンSayf　al一〇inの側室シャード・ムルク鎌d　Mulk’i3｝を秘かにめとっていたことが発覚

してテムルの逆鱗に触れるという大きな失点を犯した［ZNY：467b－468a］。テムルが亡くな

る直前のこの事件はテムルのこの孫に対する高い評価を傷つけ，引いてはこの孫が後継候補

からはずれる原因になったように思われる。

　ハリールは後継者に関するテムルの遺言を遵守せず，運と実力で帝国の実質的な権力を掌

握した。一方で，ムハンマド・スルターンの遺児ムハンマド・ジャハーンギールMuhammad

Gahangirをハンに推戴し，マー・ワラー・アンナフルでは貨幣とフトバにその名を刻ませ

たという［ZNY：486b］。ムハンマド・ジャハーンギールはムハンマド・スルターンの非チン

ギス系の側室より生まれ［MA　l　115b］，豪時わずか9歳にすぎなかった［ZN￥：486b］。この

措置はテムル家の者をハン位につけた点できわめて異例だが，テムルの亡き後継者で，自身の

同母異父兄だったムハンマド・スルターンに配慮：したものと思われる。ところで，クラヴィ

ホはテムル没後の後継争いに関連して次のような興昧深い記述を残している。

　　（ハリール・スルターンは）使者をその父アミーラーンシャー・ミールザー（miraxan

　　miraza）に送り，「ただちにサマルカンド（samaricante）に来られれば，城と財宝を明け渡

　　します。もし本当にあなたを迎えることになるなら，あなたは疑いもなくあなたの父（ワ

　　テムル）と岡じように統治者（sefior）になるでしょう」と伝えさせた。（中略）（アミーラー

　　ンシャーが）必然的に統治者になるはずだった。しかし，ミールザー・アミーラーン

　　シャーに送られたこの（ハリール）配下の者は「かれの妻ハンザーデ（ganzada）は（夫のも

　　とから）テムル（taraurbeque）のもとに戻った。（彼女は）このハリール・スルターン（caril

　　coltan）の母：で，蓋時サマルカンドでかれの息子とともにあり，かれ（瓢アミーラーン

　　シャー一）がサマルカンドの帝位のあるじたること（el　senori　o　de　aquel　inperio　de

　　Samaricante）を認めなかった」と回った。［ET：230－1］

　これによれば，ハリールは父アミーラーンシャーをテムルの後継者にするため使者を父の

もとに送りサマルカンドへ来るよう要請したのに対し”｝，ハンザーデ（；ソユン・ベグ）は央

アミーラーンシャー…の後継を認めなかったという。ソユン・ベグが自分を迫害した央を嫌っ

て息子ハリールを後継者にするべくテムル没後の後継問題に積極的に関与していた様子がう

かがわれる。また，クラヴィホはアミーラーンシャーが息子の求めに応じてサマルカンドへ

向かい，ホラーサーンまで来たが，異母弟シャールフと息子ウマルの同盟を知って引き返した

とも伝える［ET：233］15）。少なくとも，アミーラーンシャーとハリールとのあいだに連絡・

交渉があったことは問違いない。チンギス家の撫．統を引くソユン・ベグはテムルの2子
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（ジャハーンギール，アミーラーンシャー）の正室という経歴を有し，息子ムハンマド・スル

ターンの後継指名により後継者の生舞となったのも東の開，まもなく夫アミーラーンシャー

の反乱と迫害，ムハンマド・スルターンの死という不幸に見舞われた。夫のもとを離れ，晩年

のテムル三二に滞在したものの，テムルの死の萢前に息子で有力な後継候補ハリール・スル

ターンが側室の闇題でテムルの逆鱗に触れ，ピール1ムハンマドが後継者に指名されるとい

う不遇を昧わった。このように，テムル晩年にソユン・ベグがおかれた環境を考えるならば，

彼女がジョチ家の盈L統を引く息子ハリール・スルターンによる後継と帝国の実権掌握を望ん

だとしても不思議ではないt“）。

おわりに

　チャガタイ・アミールたちの抗争時代にタルマシリン系，イェスン・テムル系，ガザン系

（いずれもチャガタイ系）の3人の女性がそれぞれジャライル族，カラウナス族，タイチウト族，

フッタラーン・バルラス族のアミールたちに降嫁した。テムル家とチンギス家との姻戚関係

はこの時代にはテムルの次子ジャハーンギールとチャガタイ系ルカイヤの一例にすぎなかっ

たが，テムル政権三代になると，爾家の姻戚関係は一挙に拡大し，チャガタイ系に癩え，オゴデ

イ系，ジョチ系もその対象となった。それらはチンギス家女性がテムル家男性に降嫁する事

例がほとんどであり，チンギス三二姓がテムル家女性をめとった事例はわずか1例にすぎな

い。テムルの4子（愚はみな葬チンギス系か）では，嫡出の次子ジャハーンギールが優遇され，

ジョチ系ソユン・ベグと結婚した。4子全員がチンギス家の女性と結婚した結果，母方を通

じてチンギス家の．lkgyiを引くテムル三二3世代が多数登場し，テムルの子や孫の中にはテム

ル旧史の動向に大きな影響をあたえる者も現われた。テムルの第3子で，ソユン・ベグとオ

ゴデイ系オルン・スルターンの央アミーラーンシャーは三方の娼自は低かったが，ハン家と

の結びつきを強め，1393年以降帝国の後継者を自認したものと思われる。1398年テムルは｛ll｝Jr

方の撫統を重視してジャハーンギールとソユン・ベグとのあいだの嫡長子ムパンマド・スル

タ”ン（1403年没）を後継考に選定した。その結果、アミーラーンシャーはテムルに対して反

乱を起こし，7年戦役の直接的な原因をつくった。またアミーラーンシャーの2子で，ソユ

ン・ベグの子ハリール・スルターンとオルン・スルターンの子ウマルは母方の至亀統にすぐれ，

テムルの儀頼を獲得したため，テムルの晩年に後継候補とみなされた可能性がある。しかし，

テムルは1405年の死に際して母方の血統を重視する前例を踏襲せず，アミーラーンシャーを

除く…一一族の最年長者ピール・ムハンマド（非チンギス系）を第2の後継者に指名した。この年

齢重視の後継指名に不満を抱くハリールは，緑ソユン・ベグの意向もあり，ピール・ムハンマ

ドがカンダハ・一ルからサマルカンドに到着する前にいち早く帯国の実権を掌握し，実力でテ

ムルの後継者となったのである。

　テムル没後の4年余りの内訂を終息させて帝国の実権を掌握したテムルの第嘆子シャ“ル
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フ（在位1409－47）は1397年以来の自身の本拠地ホラーサーンにとどまり，マー・ワラー・ア

ンナフルの統治を嫡長子ウルグ・ベグに委ねた。ウルグ・ベグは1394年シャールフとタルハ

ン族のガウハルシャード　Gawharshdとのあいだに生まれ，サラーイ・ムルクに養育されたと

される。かれは1409年から40年間にわたりマー・ワラー・アンナフルを統治することになる

が，その一方でテムル時代からかれがっくりあげた姻戚関係は注陰に値する（系譜2）。まず，

9で触れたように、テムル在世中の1404年ウルグ・ベグは前年に亡くなったムハンマド・ス

ルターンとチャガタイ系ハン・スルターンとのあいだの娘ウゲ・ベギ（1419年没）をめとった。

次に，ハリール・スルターンと側察シャード・ムルクとのあいだの娘スルターン・バ

ディー・アルムルクSult2n　Badi‘al－Mulkをウゲ・ベギの存命中にめとった［MA：128b，

137bis・b］。第三三に，これもHで触れたように，オゴデイ系スルターン・マフムード・ハンの

娘アーキラ・スルターンと結婚した。第四に，チャガタイ系シャムエ・ジャハーン・ハン

Sarn’一i　Gahanの娘フスン・ネガールHusn　NigArと結婚した［MA：33b－34a，137bis－bP）。第

五に，ジョチ系ダルウィーシュ・ハン1）arwiSの娘シェカル・ピーSikar　Bi（またはシェカ

ル・ベグ）と結婚した［MA：26a，　i37bis－b］。このように，ウルグ・ベグはチンギス家の3系

統から一人ずつハンの娘を正室に迎えてキュレゲンを名のったうえに，ジョチ系ソユン・ベ

グの2子，すなわちテムルの後継者ムハンマド・スルターンとテムル死後に帝国の実権を掌

握したハリール・スル十一ンからも娘をめとった。したがって，ウルグ・ベグはまさにティ

ムール政権特代に拡大したテムル家とチンギス家との姻戚関係を一身で体現し，テムルの後

継者たちとの玉肌豪的な結びつきを重視した人物だったのである。

注

1）即位後，ダ一陽シュマンドチャの国事への欲求は強まったという［MTM：l13］。ダーニシュマンド

　チャー族のほかに，チャガタイ・ウルスのハンに即位したオゴデイ系の人物として，1338－39年にイェ

　スン・テムル・ハンに反乱を起こしてハン位を纂屯したアリー・スルターン’Ali　Sulyimが挙げられ

　る［BapTonLA　1963177，　Oliver　1888：i16】Q

2）　フサインはカーブルシャーKabl蒲ahを理由もなく殺霧して悪名を高めたため，新たに擁立した

　アーディル・スルターンがたえずフサインに対して蜂起する機会をうかがっていても，これを殺審す

　ることを望まず，いつも自制に努めていたという［MTM；王291。

3）　ソユルガトムシュは786（1384）年に死んだが，テムルはかれの特権とそれまでの忠誠を藤重してそ

　の後3年間かれの名でフトバと貨幣刻印をおこなわせた［MTM：129－30，　cf．おapTo護LA］964a：48］。

4）テムルはスルターン・マフムードの死後王年間はかれの名で勅令（yarligr）を発布した［MTM：130］。

　また，スルターン・マフムードにはアブー・サイードAba　Sft、　‘idなる息子がいたが，この人物がハン

　の称号を帯びた形跡はない［BaPTonbX　l964a：98］。

5）　たとえば，A．H．752（玉351－52）年に敢行されたカザガンのカルト朝へのヘラート遠征には，かれが擁

　立したチャガタイ系プヤン・クリ・ハンも多くのチャガタイ・アミールたちとともに従軍していた
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　［ZNY　：　92b，　Cinq　：　41，　cf．　Aubin　1976　：　35］0

6）　マンツはMAのセウィンチ・クトルクの傍注［MA：32a］に依拠してこのチャガタイ系：女性がフサ

　イン死後にフッタラーン・バルラス族のケイ・ボスmウに降嫁したかのように主張するが，件の傍注

　にそのような記載はなく，明らかに女史の誤読である。

7）　この結婚はバルラス族が明らかに族外婚集団でないことを示す［Manz　l989：57〕。

8）　ナフシャプはペルシア人の呼称。アラブ入はこれをナサフNasafとよんだ［Le　Strange　1905：470］。

　NaXSab－i　KisTとも記され［ZNY：149a］，キシュ地方に属したことを示す。

9）　ナフシャブがエセン・プカ・ハンやジンクシ・ハンの埋葬地となったこと［MTM　l　109，112】やタ

　ルマシリン・ハンがナフシャブで急死したこと［MTM：1且〕もチャガタイ・ハンとナフシャブとの

　関わりを示す事実として注費してよい。

10＞　ヤズディーによれば，1392年ピール・ムハンマドb．ジャハーンギールがザーブリスターンの統治

　を委任された際に与えられたアミールのなかにムーサーの息子LAIi　Gan頚の名がみえる［ZNY

　：224a］。そのニスバから，この人物はガンチの一人だったのであろう。ムーサー一族とガンチ集団

　との関わりをうかがわせる人物である。

ll）　MA：143aによれば，テユメンの親類アブドッラー‘Abdallah　TEyfl（Taygti）がキョペキ・ハンのイ

　ンジュ（lnge＞のターイカーン族（qawm－i　Tayqan）争心であったという。この場合のインジュとはEE家

　の私領で生活する増々（私有民）をいう〔Doerfer　l965＝220－5］。跡押すべきは，タイチウト族のムー

　サー・一の親類がキllペキ・ハンのインジュ（私有民）に属したという点である。ムーサーがハンの私有

　民ガンチ集団を所有した点とも関連して，ここにもタイチウト族とチャガタイ・ウルス王族との密接

　Pな関わりが認められる。なお／驚y如一族については，Ando　1992：61－2参照。

12）　クラヴィホは「かれの他の妻は小去月を意味するguichieano（guichicame）とよばれ，　tumariagaとい

　う王の娘で，その王はandoricojaという地方の王だった」［ET　l　187］と記すが，この記述には混乱があ

　る。tumarlaga←Tliman　A窪a♪は王の名でなく妻テユメンの名であり，guichicanoもトルコ語の

　kUctik　xamm（菰小夫人）の音写であるからBahn　l974：520］，k逝k　xanimとよばれた［MA：33b］チャ

　ガタイ系テユケルに相当する。

13）1369・年以前にウゲ・ベギはヤサウル族のアミ・一ル・アリー’Aliと結婚していた［MTM：281］。ア

　i）　一については，川口1988参照。1369年アリーがテムルのフサインに対する挙兵に反覚して処刑さ

　れると［ZNS：56，　ZNY；135b，　MTM：272，281ぼ麗er：27］，その藏後にウゲ・ベギはムハンマド・ベ

　グと結婚したものと思われる。というのも，このころムーサーがフサイ営側からテムル側に寝返った

　ため，姻威関係を紹ぶことにより，テムルはこの有力者の確かな忠誠をえようとしたからである。そ

　の後，ウゲ・ベギはムハンマド・ベグとのあいだにスル疑心ン・フサインSultan　Husaynをもうけ，

　捻81年に亡くなった［ZNY－T；241－3，　MTM：312，　Tauer：46］。

14）　バルトリドはこの女性の名甫をソユン・ベグとも，セヴィン・ベグともよぶ［SaPTOilbA　1964a

　　：56，BapTonbxx　l964b：437】。本稿では，ZNY：148bとHN：32aにしたがって，ソユン・ベグの表記

　を使用する。ただし，B．411；159aではSewinebegと表記される。また，　XanzadaはZNSでは

　Xwandzadaと表記される［ZNS：67，68，　276】。ドミニコ派のスルターニーや大司教ジャンは彼女を

　Conzadaとよび，ハン（empereur）の家系の禺身であることを記録する［Morafivi116　i894：14］。
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15）　イプン・バットゥータはこの人物の名士をNdTyと写し，ジョチ・ウルスのウズ・ベグ・ハンの

　第2夫人カバク・ハトンKabak　xatitnがかれの娘であること，かれが存命で痛風をわずらっていた

　こと，かれをウズ・ベグの筥廷で見たことを伝える［王B：392－3，c£DeWeese　1994：134－5，　n．　i58］。

　ナタンズィーはナングダイがウズ・ベグの筆頭アミール（amir　al－umara’）であり［MTM・P：303b］，

　太っていたこと，ベルディ・ベグ・ハン殺害後の騒乱のなかで殺された有力考の一人であったこと

　〔MTM　185－6，　98，　cf．　DeWeese　1994：134－5，　n．158］を伝える。ヒヴァ史料によれば，ナングダイはウ

　ズ・ベグをイスラームに改宗させたというサイイド・アタSayyid　Ataに帰依し，このサイイドに岡

　、憎してホラズムに行ったという〔DeWeese　1994：103，134－5］。トガンはホラズムにおけるナングダ

　イの活動およびサイイド・アタとの交流に触れる［Togan　1951：38｝。

16）　トガンは後．［珪のヒヴァ史料にもとづいて両者をff　一入物とみなしたが［’rogan　1951；38］，デ

　ウィースはテムル朝史料が1人の人物を2人に分けたのか，後世の史料が2人を1人に結びつけたのか

　明確でないとする［DeWeese　l994：102，　n．75］。

17）MAのテムルの条の正室リストの筆頭に「高貴なるハンザーデ（xanzada　p、ik－nasab）1とみえるのは

　〔MA：96b］，彼女がテムル晩年の菖廷で暮らしたためであろう。

18）　それによれば，ソユン・ベグは40歳くらいで，色白で，太っていたという。

19）　トゥグデd・ベグに関するこのほかの記録としては，1389年におそらくはサマルカンドからソユ

　ン・ベグのいるヘラートに来たことが知られるだけである［Tauer：92］。

20＞　クラヴィホの記述によれば，サラーイ・ムルクは金糸の刺繍入りの赤い絹でできた，裾が地爾に達

　するほど長い，袖のない，腰睡りのない，裾広がりの礼服を着ており，顔全体に白粉を塗って日差しか

　ら顔を守り，顔に薄いヴェールを垂らしていた。さらに，ふちの一部は肩まで垂れ下り，宝石で飾られ，

　縁を金糸で刺繍し，金の花輪・枠組み・羽毛をつけた，赤い布の頭飾りをつけ，黒毛の髪を結わずに鍔

　まで重らしていたという。また，クラヴィホは彼女に徒える暫が300人いたとも伝える。

21）バルトリドはこの称号がテムルを他のアミールたちよりも優位にしたと述べるが［BaPTOJIII，A

　l963：153］，ケイ・ホスロウ，パフラーム，ムーサーといった有力なチャガタイ・アミールたちもチン

　ギス家の女性と結婚して「チンギス家の女婿」の地位を獲得した以上，バルトリド説には避走しかねる。

22）　1399年インド遠征から帰還した際に，テムルはこのバーグを訪れているから〔ZNS；211，　ZNY

　　346a］，建設開始はそれ以前ということになる。テムルが女性たちのためにサマルカンド郊外につ

　くらせたバーグについては，BapTo丑L双1964a：53－4を参照。

23）　MAの系譜を復元すると，Mallkat　b．　Xi少b．　BiktTni“r　b．　Hinda　b．　BiktimOr　b．　Baraqとなる。1375

　年テムルは庶長子ウマル・シャイフをフェルガナ地方の中心アンドガーンの統治のために派遣した

　［ZNY；154b］。ウマル・シャイフはアンドガーン赴任後この地方にいたマリカトと結婚したものと

　思われる。

24）MAではブヤン・クリ・ハンの患子でハン・スルターンの父にあたる入物は，　Su瞬n　Malikとも

　［MA：33a］　，　Muりammad　U愈lan£MA：114b］とも記される。

25）　SHにもムハンマド・スルターン・キュレゲンの西田が見える［SH：慧b－15a，173al。

26）　テムルは8男9女をもうけたが，子孫を残した4子のうち，次子ジャハーンギールを除く3子の母

　は側室幽身である［MA；97ab，　99b－100a］。長子ウマル・シャイフの母はTalitq　［MA：97bL　T益賑1an
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　［MA：99b〕／恥ma搬11［B．4玉1：159a，　HS　gl　：542］と史料によ｝）異同があり，出窪も不明である。第3

　子アミーラーンシャーの母も＄NKL［MA＝97bJOOa〕，瀬無g1藤k［簸A：99b］　，　MingliC’a　［B，、411：159a］，

　Mingll’脱g融S　IH：542］と史料により異なり，lli　Eもオイラト系dawni　Q｛達rban1族とするもの［HS瓢

　　；542］，家内奴隷（duxtar－xana＞とするもの瞬A；99b，100a］がある。第4子シャールフの母がカラ・

　キタイ族のTa如y　Tarkanであることは諸史料ほぼ一致している［MA　l　97a，　99b，　IOOa，｝HS還：542，

　B；　411　：　159a］　．

27）　ジャハーンギールをテムルの長子とする．託録がある［MA：99b，　ET：182］。　MAではウマル・シャ

　イフとその子孫の系譜に続いてジャハーンギールとその子孫を並べるという配列になっており，上の

　詑録と潴識する。ここはやはり年代記から算定されるウマル・シャイフとジャハーンギールの生年

　にしたがって，前灘を畏子，後者を次子とする［cf．　BaPT◎Jlbπ1964a：40］。

28）　この遠征でジャハ・・一ンギールはチャガタイ・ウルスのドクラト族有力考シャムスッディーンSams

　al－Dinの娘デルシャードDilsadをテムルに献上した。まもなく，テムルはデルシャードど繕暫してこ

　れを正塞とした〔MA：96b］。

29）　テムルの姉［ZNY－T＝244】。ドクラト族繊身の2入の人物スルターンSulthc　n，ダーウードDa’ndに降

　嫁した［MA：95b］。玉362年ごろトゥグルク・テムル・ハンに追われたテムルをサマルカンドでかく

　まったため，テムルはこの姉を大切にし，1382年に亡くなるまで彼女は富豪で重要な役割を果たした

　という［BapToπbA　1964a：41，　Jahn．1974：517］。クトルグ・テルケンは1372年に亡くなった娘

　シャード・ムルク鉱dMulkのためにサマルカンド郊外シャーへ・ゼンデSah－i　zindaに廟をつくら

　せた〔Golombek＆Wilber　l988：238－40］。1382年に亡くなったク5ルグ・テルケンもこの廟に埋葬

　され，テムルはたびたびこの胸を訪れたというOahn　l974：517－8］。

30）　間野1992：152－4は1397年の活動を含むテムルの建築活動の全体像を驚罪する。

31）　インド遠征の詳細な経過・経路・躇的については，加藤玉974：201－240参照。

32＞ZNYのこの記事に相揺する都分［ZNY　325a］には，フトバをテムルのラカブと名で飾ったとしか

　記されておらず，スルターン・マフムード・ハンやムハンマド・スルターンの名は児えない。ヤズ

　ディーは明らかにギヤースッディーンやシャーミーの記述を旧きかえており，作為を感じざるをえな

　い。シャールフ系の寓廷史家であるヤズディーはZNYにおいて後継者を意味するwalT’a、　hdや

　qa’inトn｝aqamの；1｛季をなぜかムハンマド・スルターンには使わず，ピール・ムハンマドに多用する

　［ZNY　：　t172ftt　，　474b，　477a，　etcl　．

33＞書簡球体が尊大な調子で書かれ，テムルはこれを受けとると，アミーラーーンシャー一一の懲罰のためタ

　プリーズに向かったという［AM：a77］。テムルはインド遠征からただちにアゼルバイジャンに進軍

　したわけではなく，13ggai　1月1日にインドからの帰路についたテムルは潮路の半分の約4ヵ月でサ

　マルカンドに凱旋し（同年4月29印，それからわずか4ヵ月半弓の同年9月10田アミーラーンシヤー

　の懲罰のためアゼルバイジャンに向かった。バルトリドはイブン・アラブシャー一のこの話をまった

　くありえないことだとするが［BapτoabA玉964a：56，　n．139］，その根拠を示していない。

34）　ウッズはムハンマド・スルターンの後継指名には糧の身分が紙いアミーラーンシャーとシャール

　フに対するテムルの過小評緬があったとする［Woods　l990：112－3］。

35＞1394年発布の勅書の定型句では，第1行痘にスルターンrマフムード・ハンの名前が座頭し，第2
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　行目にアミーラーンシャ随一の名髄がスルターン・マフムードよりやや低い位：識にやはり拾頭してい

　ることがわかる。また，アミールやアミールザーデの称号をその名に冠さず，誇らしげにキュレゲン

　を名のあとに付している。これらは明らかにアミーラーンシヤーのスルターン・マフムードへの敬

　意のあらわれと晃てよかろう。

36）ハーフィズ・アブルーとナタンズィーはアミーラーンシャー一・がテムルのインド遠征のあいだにタ

　プリーズのマランド真’ialand草原で狩猟の際に落馬したと述べ［Tauer：i47－9，　MTM：372－3］，ヤズ

　ディーとは蓄謁した三期や場駈が異なる。ZNSだけがアミーラーンシャーの精神錯鼠にまったく欝

　及しないが，ウッズはその理蜘をシャーミーがZNSの2種の改訂版の一つをアミーラーンシャーの

　息子ウマルに献量したからであるとする［Woods　l984：334］。クラヴィホによれば，アミーラーン

　シャーはタブリーズに住むようになると，思いつきから家騰，モスク，大きな建造物を破壊するよう命

　じたという［ET：114－5］。これらの記録から，アミーラーンシャーが少なくともインド遠征前後に極

　度の精神不安定の状況にあったことは聞違いない。バルトリドとウッズはアミ・・一ラーンシャーの精

　神錯爵しに懐疑的な見解を提Nlしている［BapτoRbA　1964a：57，　Woods　l984；335］。

37）　1399－1401年にサマルカンドの留守役：だったムハンマド・スルターンはマドラサと付設のハーン

　カーの建設を始めた［ZNY　l　457ab，484b，　c£AM：349，408，481〕。これはかれがテムルより帝都での

　建築活動を許されていたことを示し，かれが1398年に後継考に指名されたことと無縁ではなかろう。

　1404年目7年戦役から帰還したテムルは件のハーンカー・・一の正月に亡きムハンマド・スルターンの墓

　廟の建設を命じた〔ZNY：457b］。その結果，グーレ・アミールGitr・i　amirとよばれる…大コンプレッ

　クスが出現した［BapTonbll　1964b：437－8，　Golombek＆“Jilber　1988：260－3］。一一方，ヤズディーに

　よれば，帝都の留守役だったムハンマド・スルターンは独断でモグーリスターン遠征をおこなったイ

　スカンダル（玉397年にソユン・ベグとアミーラーンシャーとのあいだの娘ベギ・スルターンと結婚〉

　を捕らえ，1401年U月カラバーグのテムルのもとに連行した［ZNY：354ab，　398a］。その結果，イスカ

　ンダルは大法廷（（liwa垣buzurg）の審問により答刑に処された［ZNY：398a］。

38）　シャーミーはムハンマド・スルターンの名の前に「最：も偉火・公正・門歯なアミールザーデ，勇気

　と威厳を包む顔，神の純粋な影，根源と支柱iの精華，（神の）慈悲深い恩寵により特別な縛代の後継者

　（wali　al．’ahd　ff　al－za瞭n　al．maxsits　ba．’i磁yat　al－rahman）」という長い形容句をおくQZNYとTauerに

　よれば，ムハンマド・スルターンがカラバーグに近づくと，テムルは王族から2子アミーラーン

　シャーとシャールフ，孫のピール・ムハンマドb．ジャハーンギール，スルターーン・フサイン，ア

　バー・バクル，ハリーール・スルターン，アフマドAhmad，アミールからはスライマーーンシャー

　Sulaymfmssah，ジャハーンシャー蕊痴n甑hという鐸々たる顔触れでかれを出迎えさせた。テムルが

　ムハンマド・スルターンを窟身の後継者としていかに尊重していたかがわかる。また，ムハンマド・

　スルターーンがカラバ・一・一グに来る早雪の王401年10月17日付けの勅書の蟹頭定型句には「スルターン・マ

　フムード・ハンの門戸より。アミール・テムル・キュレゲンの欝葉より。ムハンマド・スルター

　ン・バハードゥル，我が欝葉」とあ1）　，ムハンマド・スルターンが後継者であることを反映した表－現に

　なっている［Woods　l984：333］。

39）　シャーミー一はムハンマド・スルS．　一．ンの死の記述に1．章を割く〔ZNS：272－4】。ヤズディーは2章

　にわたりその死，追悼の簾式，ソユン・ベグやテムルー一族の様子を詳細に伝える［BaPTOJIbxx］964b
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　　：　436’7］　0

40）　1404年にピール・ムハンマドに会ったクラヴィホはかれがテムルの後継著に任命されたことに需

　及しない［SaPTO∬Ln　1964a：76，　n．105］。

41）かれはチンギス家の女性と結婚しなかった。1397年に13歳でテムルの妹シーリーン・ベグSlrln

　Begとアルラト族アリー‘Aiiとのあいだの娘ジャハーン・スルターン6ahtin　Su漁nをめとったが

　［ZNY：467b，　Tauer：i36，　MA：126b］，この女性がただ一入の正室であった。

42）　MTM：380にはウマルがサマルカンドの統治を命じられたとき，ハリールはサマルカンドにいたと

　記され，ヤズディー・・の記述と矛侍する［BaPTOJIbA　1964a：70，　n．　59］。

43＞　イブン・アラブシャーによれば，シャード・ムルクはハリール・スルターンのために大王妃（al－

　malikat　al－kubra）と／1・王妃（aレmal重kat　al甲s雛gra），すなわちサラーイ・ムルクとテユケルを恐れて毒を

　もったという［AM：466，　cf．　BapToJI、A　1964a：87］。その真偽はともかく，シャード・ムルクとテム

　ルの正釜たちとの関係をうかがわせる逸話である。

44）　イブン・アラブシャーはハリール・スルターンがピール・ムハンマドに対して自分やピール・ム

　ハンマドよりも父アミーラーンシャーや叔父シャールフに帝国の継承権があり，爾考に帝国が二分さ

　れるよう主張したことを伝える［AM：421］。

45）　シャールフ系の年代記はクラヴィホとはやや異なる記述を残す。ZTはテムル没後のi405年夏ごろ

　アミーラーンシャーがウマルを恐れて逃走し，ホラーサーン支配をめざしてホラーサーンとアスタ

　ラーバード国境のKalp穂まで達したものの，シャールフが大軍を派遣して帰国をうながしたため引

　き返したとする［ZT；42，　55，　57－8，　63］。　MSもほぼ1司内容だが，シャールフがアミーラーンシャー一を

　完全武装させてウマルに派遣したと伝える〔MS・L：51，54］。　SHはアミーラーーンシャーがハリール・

　スルターンの要請でホラーサーンを混活』におとしいれるためi司地方に来たと言己肥する［SH二6蛎。

46）　ソユン・ベグの影響かどうかはともかく，ハリール・スルターンにはジョチ系との関わりを示す要

　素が濃涯鶉こ認められる。たとえば，フサインb。アリーシャーなる入物によりハリール政権時代に作

　成されたと思われる，チンギス朝の系譜とテムル朝の系譜を合わせた一・一・一系譜は両王朝（ジョチ家とテ

　ムル家）をつなぐ唯一の入物としてハリールを肖像つきで示す［KN：32a，33a］。またハリーール窟廷に

　はトクマク（urジョチ・ウルス）tfi身の側室がいたことが知られる［MA：128b］。さらに，ジョチ・ウ

　ルスの王族出身者がハリール懲廷に亡命者として身を馴せていたことも知られる［安藤1994：4－6］。

47）　MA：33b－34aではフスン・ネガールは鉱bb4　Gahan　b．　Xidr　Xw嬉aの娘とされる。しかし，ハニ

　ケの異名が示すように，この女性はハンの娘であったと推定されるから，ハンに即位していない

　甑b厨（｝ahanよりもハンに即位した§a薮｝‘4　Cahanの娘と考えたい。バルトリドがフスン・ネガール

　をハi）　一ル・スルターンの嬢とするのは明らかな誤りである［BaPTO”bn　ig64a：144］。
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